
 

2016年 11月４日 

第 29回 国際化粧品技術者会連盟（IFSCC）世界大会で発表 

消えないシミとされてきた真皮のシミの改善メカニズムを発見 

 マクロファージによる真皮のシミ(メラニン)分解の可能性を確認 

 

株式会社ナリス化粧品（代表者：村岡弘義 本社：大阪市福島区）は、従来は消えないとされてきた肌の深部の真

皮のシミについて、マクロファージ*の関与により、シミの元となるメラニンを排出する可能性を見出し、IFSCC 2016 

CONGRESS にて発表しました。 

IFSCC CONGRESS は、2 年に 1度開催される化粧品技術者の最新研究結果を発表する最も権威ある世界 47 ヶ

国が参加する化粧品国際学会で、本年は、2016年 10月 30 日～11月 2日アメリカ、フロリダで開催されました。 

 

＊マクロファージ：体内の異物を捕食して分解し、消化する免疫機能の中心的役割を担う細胞。大食細胞とも呼ばれ、がんの治療においては、マクロファー

ジを活性させることが有効であるとされています。 

■最先端、美白研究は表皮から真皮へ。 

一般的に、従来の美白研究は、表皮(肌の上層部)のメラニンにアプローチする

ことが主流でした。その手法として、表皮の新陳代謝を促進することで過剰に作ら

れたメラニンを排出させる方法や、メラニン生成の信号をブロックする方法が用いら

れてきました。一方、肌の深部の真皮のシミは、一度できると消すことができないと

いう考え方が主流で、これまでほとんど研究がなされていませんでした。 

当社は未開拓分野の真皮のシミのメカニズムの解明に取り組み、今回、線維

芽細胞**が、真皮に存在するメラニンを取り込むことに着目。メラニンを取り込ん

だ線維芽細胞は、体内の不要な物質を取り込んで分解するマクロファージを呼び

寄せることを発見し、詳細に解析した結果、真皮のメラニンについても分解、排出

できる可能性があることが示唆されました。 

この発見を利用することによって、真皮のシミまでも消すことができる美白化粧品

の開発に着手したいと考えています。 

 

**線維芽細胞：コラーゲン・エラスチン・ヒアルロン酸といった真皮の成分を作り出し、結合組織を構成

する細胞。 

 

タイトル：真皮におけるメラノソーム排出に対する線維芽細胞の関与  

英文名：The involvement of fibroblasts in the clearance of dermal melanosomes 

発表者：株式会社 ナリス化粧品 中出彩・山﨑浩子・森田美穂・森田哲史 

 

 

 

 

News Release 

本件に関するメディアからのお問い合わせ先 
株式会社 ナリス化粧品 経営企画室 マーケティング部 広報課 

〒553-0001 大阪市福島区海老江 1 丁目 11 番 17 号 TEL:06-6458‐5801  
E-mail:narispr@naris.co.jp  

 

線維芽細胞に集まるマクロファージ 

TEL:06-6458
mailto:narispr@naris.co.jp


 

発表時の様子 

 
発表者プロフィール 
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株式会社ナリス化粧品  

研究開発部 研究課 基盤技術グループ 

 

― 略歴 ― 

京都大学大学院農学研究科を修了後、株式会社ナリス化粧

品に入社。高校時代から熱望していた化粧品の研究者とし

て、主に美白研究に従事。 

2013年入社。入社 4年目での IFSCC登壇は弊社最年

少。 

趣味は、バイオリンと着物。科学と芸術を愛する研究者のホー

プ。 

 

 

 

 

 


